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望遠鏡用封物レンズに

用ふる硲子選定の特殊例

東京淺野俊雄

　　　襲界2鞠
一’一一鼈鼈鼈鼈鼈［1

普通の2枚合せ，巳ljち1枚のクラウン・レンズと1枚のプリン！・・レン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズを介せ

出來た天醗遠野拗レンズは・その4っの屈摘の曲絆勧選び方で

くの型紛類されるが，最も多く實灘用ひられてるるのは，第・面を槻

曲傘にした型であって・之を大岡っ紛職と醐回る・皇ロち（1）第

面の曲率を第2面のそれより彊くし・第4面に躬い凹みを附けたもので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1嘘1胃
ooke　typeである・（2）第1面iま第2面より醐く・第4醐隔を附けた

，この型はoptical　sine　conditionを遇してComaが除力・れてるる．，3）

4面を平面にしたもの．

上の内，（1）は鞭をフ1’1●テストでfiguringをチエツクする噺1

あるから・英國のCooke師は樋の目賊用蜘レンズは大小燃て，，）

獅してみる・　Comaの完全雄働書不可能であるが汰曜略にf・g、．

輝要な役割emas’るものでは・この型の利・［；ih4は認められるからGrubb、

a「sons鰍のものも中口棚上のものはこの型である・髄にも・の型・・な

ことはない（例へばMe「z）が・どちらかといへ膜米の下思二型であ

・Comaの黒占時期でな削り全く’C’配凹い・（2）はC・m・がな、、，、．

はれ，麟上からはよいとされてみる鞭Zeissの型，　W・…n－C・n・・d，の

れ評するものは多い・なる程Comaの舳のは儲であるが，　tttt』般

（1）や（3）の，完蘇Sine　Condition舗足し齢ものでも，そのC・。、の

るや働なもの一6’　etl）るから天端十二鞭ふもの以外は（1域は（3）でも

の鮪へ就’配はない調物レンズをその型によって優劣をきめる前1・もっと

切なことがある．

栢に凸をつけた型でli・　tの轍の面の凸雄だしく螺して鱗肋

ると瀦聴下し晒をつけたa）莇る・之はCOm・螺でも不・醜

あり，他の舳によって感心出來す・擁大曜にはこのやう鯉は用軸
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がよい．総じて天罷望遠鏡用である限り，鯨り攣った型よりは李凡な，ありふ

れた型の：方がよV、．

　最後に（3）の第4面が4面のもの，この型も甚だ多い．製作上下の二面は必

ずしも容易には得られないが，之に用ふる硝子の二三の如

何によっては故中村要氏の所謂“三等球面一準面”の型に

なって製作上便利であるから，アマチュアの製作ばかりで

なく，専門工場でもこの型は重三がられる．例へば有名な

故Alvan　Clark氏作のワシントン海軍天文憂の66糎封物レ

ンズもこの型である．然もこのレンズはClark氏の作品中

でも極めて優秀な部類に引する．

　藪では以下（3）の型，特にこの型を製作する時に重要な

硝子の馬丁に古し少しく記述致しませう・　　　　　　　三等球面一亭面の

、故中村要氏の提唱された（3）に属するものの中での“三等　　型の翼物レンズ

球面一平面”の型といふのは最後の面を4面にし，他の三球面の曲率宇径の絶封

値を相等しくした型の意である．（中村平氏野天艦望遠鏡の作り方，第169頁参

照）この型を下用’i鴨ると最後の平面はオ1トコリメ1シヨン法によって球面鏡

を利用して槍門出当ること，その他の球面は互にニュートン・リングによって

槍門出罷ること等，表面検査の利便のみならす，研磨作業の上からも曲面は一

組の研磨皿で足りるとV・ふ便釜もあるが，最も注目しなければならぬ鮎は・製

作するときの曲率半径の誤差は，＝＝Llトン・りとグによって三球面の等曲率

が確保されてみるといふ條件を維持する限り，牧差の二三には影響する所な

く，箪に二黒占距離を攣化せしむるに過ぎぬ所にある．換言すれば本型では三等

球面の曲率孚径はとの三物レンズの焦黒占距離のみの函数であり，との翠物レン

ズで考へねばならぬ範園の重要な牧差そのものN函数ではないのである，随っ

て實際上から言へばスフエロメ1タ1を使って精確な曲率孚径の測定を必ずし

も必要としないのである．製作上からも焦黙距離だけが僅に攣化するのは殆ん

ど痛痒を感じない．かうしてみると，この型を眼覗用封物レンズに採用するの

は何となく洗練されたやうに思へる‘ ri・・　c・ndi・i・nにかなったZ・iss流のvン

ズでも模倣レてみたいといふ町分の満足を味ふこと以上に實用的であり，然も

ゆ一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　
その性能たるや解ではあるが麟であるといふことになればレンズの田醜

の覗しておろそかにはならない・天罷望遠鏡用封物レンズの場合には型よりも

もっと輝硝子そのもの・頗であることの方が重要である・レンズが大きく

なればなる程この鮎を考慮せねばならぬ，

以上の如くこの型は製作する時の利便Pま他の型砒し鰍働噛るが，そ

れだけ瞠一つ硝子の種類の灘だけは他の型よりは舳度が劣ってみるやう

に思へる・何となれ鵬子の襟頁力‘蟷でなければこの型で齪なレンズはlll

來鞭・からである・然る曄なととkC　V：・この型に利用される硝子は次に示す

如轍砧い型のクラウンと・リントであって何繍しい礁頁のものを必恥

しないのみならす・新しい種類のものでは却ってこの型を作り得ないのである

から，盆相好都合といふことになる．

この三等繭一回目型（専門的曙へぼone　’adius　doubl・・）を下用する

にしても勿論他の型と同様に球面牧差（猫洞では数年來テクニックの上ではこ

の言勲労はないことになった）と創女差だけは完全に（他の型と購の意）匿

正されてみなけオ嘱この型を用ふる意味はないのである・次に光轍の働∫

換言すれば螺里離の波長による差・異はS・id・1・berrati・nの範園では，クラ

ウン・レンズとフリント・レンズが密着してみると考へてよいから・この牧i邉ば

鰍媚題のC・m・であるが，之は勿論（2）の型の如く磁條件を完全鴫

燃せる・とは出勅けれども・こ才しも磯問題であって・灘用として叙

軍属できることは後に示す通りである．

　してみると・残る問題は硝子を上手に選ぶといふ事である・如何なる硝子を

ピック・アップすればよいかを考へてみよう・之に就いては前記中村要氏の二

郷169頁にプリン副子のC『Fline間の分灘Pち11ff一・・がクラウン三二

のそれの乱く2倍になってみればこの型で舗レン・ズが出遅るtとが書か9し

てあるが，今少しく敏式で論明すると，

　2枚合せのachromatのth｛n　lens　formulaマは

　　　　　　　e．、＋癒一・

　　　・爵．一一Xl．……一一……・一………・（1）



．天St　200
営団戯話冠物レンズに用ふる硝子選定の特殊例 297

EP　t，　：つのレンズのfがv－v’alueに逆比例せねばならぬ．

文one　radius　doubletであるから

　　　　　　　r2＝一2（11rl）fi及び　r3　＝一（n2－1）f2

に於て．r2　＝＝　1－3　であることから

　　　　　　　一2（ni－1）　fi　＝一　（n2－1）　f2

　　　“・　f’一一i2．（，n一’i）”　・一・・一・一一・・一一一・…一（2）

（2）式を（1）式に代入して

　　　　　　　2（ni－1）　vi　（ni－1）　（nF－i．lc）2

　　　　　　　（n2一り　　　v：・　　（llv－11c）1（nL・一1）

となウ，結局

　　　　　　　（111；一tla）；，
　　　　　　　　　　　　一2　・一一一・一・一・一一・・一一一・…（3）

　　　　　　　（llF－1）o）1

　となる．（3）式の左邊の分母はクラウン硝子のMean　dispersionであり，分

子はフリント硝子のそれである、

　　　　　　　　　One　radius　doublet用硝子組合せ表

製　　造

�@　肚
レ

（nF－nc），

　　　闘

mo．
硝　子

增@類
11d △nd i nF－11C

（11F－nc＞1

　（獅）

Vヨツト

K3
e1

L5！82
P．6259

0．1077
59．0

R5．6

0．00879

O．O1756
1．⊂98 1

K7
e4

L5111
P．6166

0．1055
60．6

R6．6

（，．008↓5

O．01684
1，993

　　一

Q

　　（英）

`ャンス

517606
U20361

i．51664
P．62046

0．10382
6α6
R6．1

0．00852

O．O1718
2，O16 3

519604
U23360

1．51944

P．62308
0．10364

60．4

R6．0

n。00260
O．O1729　　　　　　h

2，011 4

B1161
b1736

15U26
P．61731

0．10505
6α7
R6．5

0．OO842　　　　　　　　　　2．0080．01691

　　一

T　（佛）

pラ●
}ントワ

B】860
b2236

1．51755

zゐ2ユ76
0．10421

1　　602

@　36．1

0．00860
O．OL720　　　　　　1

2，000 6

　　（パラ・マントワはrlD及△t）Dな示す）

この三等球面一蓋面の型の色消し訴件を滞足させるやうな硝子を各硝子愚痴
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X’h．’
のカタログから探してみると割合に澤山あるけれども・天引遠鏡用とし’・．tk

氣への耐久娯他を魏して極く樋のクラウン幣とフリント硝瓢ら噛

を求めると大轍のやうなものである・（Hしクラウンとフリントは共に同論

肚のものを組合はせることにした．

この他にも澤嶋処せは出來る肺ども之位でも船である…で繍

しなければならぬのは，”ウン購て最も唄い型の所謂H・・d…Wn（。ヨ

ッ・ではK－type）ばかりであって漸しV’s　Bo’osil‘cate　cr・w・聡まれてる

な曄である・搬には後者は瀦よりも醸度も大きく賄ではあ畝何

分C－Fの分散が小さく・この型にすると舗しが甚だしく匡正鞭（。v，。

・Q・・ecti・n）tc　）1：るから之を防ぐためt「c　Balium　fli”tを恥ねばならdi，　e，、フ

リントは好齢なのが少いから欄上劾即せの方がよい・獺に奥ても時

局でも儲肱i曝力が大きくて透明なこの種髄クラウンの製出が光鞠塗

子製造業者に注臼されることを希肇する．

若しフリントの分散がクラウンのそれの2倍以上tq　kれぽ色撒態は。。，。

「cなり，2廊下になればunde「’co「「ectlonになるから勤の醜瞭態に堕ミ

じて適當な分散のものを灘すればよい・　　　　（未完）

現在の彗星界

本年は醐の如く彗嗣凱く出現しDSある・靴斡伽勅野田己
の一覧を蝸げる．

　　　順　　　籍　號　　　　　名

1
2
3
4
5
6
7

］939　a

1939　b

1939　c

1939　d

1939　e

1939　f

1939　g

稽　　　　　　　　嚢見月日

コジク・ペルテヤ・彗星

げイサラ彗星

ボン・ヰンネケ彗星

ハセル岡林讐星

コ　プ　＃　星

シワスマン・ワハマン彗星

ブルクス彗星

1939年1月17日

〃
〃
〃
〃
〃
”

2月8日

3月17日

4月15日

4月22日

6月12日

6月17日

因みに，c，　e，　f，9の四二は二丁の再蹄である．（急報348追補）


